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中土佐町の広報も掲載中！

　12月 21 日に大野見地区門松づくり
実行委員会によって作られた全長6.5
メートルの門松。
　1月 12日まで大野見小中学校の入
口に飾られる予定です。
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男女共同参画社会についてのアンケート
　中土佐町では、男女が性別に関わりなく互いに認め合い助け合って、社会のあらゆる場でともに参画し、
生き生きとした人生をおくることができる社会の実現を目指して、平成 19 年度に「中土佐町男女共同参画
計画」を策定しました。
　令和 6 年度は 10 年目を迎える見直しの年となっていることから、令和 6 年 6 月に中土佐町内在住の住
民の皆さんに男女共同参画社会についての意識調査をさせていただきました。今回はその結果を報告します。

－男女共同参画社会とは－
　男女がお互いを尊重し合い、職場、学校、家庭、地域などの社会のあらゆる分野で、性別にか
かわらず個性と能力を十分に発揮し、喜びや責任を分かち合うことができる社会のこと。

Q 現在、①～⑧の分野で男女平等になっていると思いますか？

男性の方が
優遇だと思う

どちらかと言えば
男性の方が
優遇だと思う

平等だと思う
どちらかと言えば
女性の方が
優遇だと思う

女性の方が
優遇だと思う 分からない
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①社会全体で 6 18 0 11 29 1 13 10 0 3 2 0 2 0 0 3 9 0

②家庭内で 2 12 0 13 18 0 15 33 1 3 1 0 1 0 0 4 4 0

③職場内で 5 8 0 6 19 1 20 33 0 5 2 0 1 1 0 2 5 0

④学校教育の場で 2 0 0 4 9 0 18 41 1 3 0 0 1 0 0 10 18 0

⑤政治の場で 8 30 1 18 27 0 6 7 0 1 0 0 1 0 0 3 4 0

⑥法律や制度の上で 4 17 0 10 25 0 14 17 1 5 3 0 0 0 0 4 6 0
⑦�社会通念・慣習で
　（風潮・しきたり）

6 24 0 21 30 1 5 8 0 1 0 0 1 0 0 3 7 0

⑧地域活動の場で
　（自治会・PTA・ボランティア等）

4 6 0 7 24 0 16 26 1 3 1 0 2 0 0 5 12 0

Q あなたは家事をどの程度していますか？

している どちらかと言えば
している

どちらかと言えば
していない していない
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①日常の家計管理 14 28 1 5 17 0 8 14 0 11 8 0

②食事のしたく 15 42 1 3 14 0 12 6 0 8 6 0

③食事の後片付け 18 35 1 3 20 0 11 7 0 6 6 0

④�食料品や日用品の買い物 16 44 0 7 13 0 9 7 1 6 4 0

⑤掃除 14 40 0 5 19 1 14 7 0 5 2 0

⑥�風呂・トイレの掃除 14 35 0 7 19 1 10 11 0 7 3 0

⑦洗濯 15 42 1 2 16 0 12 5 0 9 5 0

⑧ごみ出し 22 26 0 0 16 0 9 12 1 8 14 0

⑨子どもや孫の世話 6 25 1 4 10 0 10 2 0 16 30 0

⑩介護 3 11 0 1 6 0 6 3 0 26 47 1
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Q 家庭で家事・育児・介護に積極的に参加するには何が必要だと思いますか？

男性 女性 その他
①�家事・育児・介護に対する意識
を変える

18 33 1

②�夫婦や家族間でのコミュニケー
ションを図る

25 48 1

③�周りの人が夫婦の役割分担などに
ついて当事者の考え方を尊重する

11 15 1

④�家事・育児・介護について社会
的評価を高める

7 14 0

⑤�家事・育児・介護について職場
の上司や周囲の理解を進める

6 37 0

⑥�多様な働き方の普及により余暇
の時間を増やす

15 26 0

⑦�家事・育児・介護について啓発
や相談窓口の設置、研修を行う

3 8 0

⑧特に必要なことはない 0 0 0
⑨わからない 3 2 0
⑩その他 3 3 0

Q
男女がともに活躍できる職場にするためには、
どのようなことが必要だと思いますか？

男性 女性 その他
①�家事・育児・介護などと家庭が両立
できる職場の支援制度

24 49 0

②�時差通勤や在宅勤務などの柔軟な働
き方ができる環境づくり

17 46 1

③職場内のコミュニケーション 20 30 1
④キャリアアップを目指せる環境づく
り

8 23 0

⑤わからない 3 0 0
⑥その他 2 4 0

Q
働いた経験のある方にお聞きします。
職場に女性の管理職がいましたか？

男性 女性 その他
①いる（いた）　 28 51 1
②いない（いなかった） 10 14 0
③わからない 0 3 0

女性
その他
男性

女性
その他
男性

女性
その他
男性
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男性 女性 その他
① PTA 3 13 0
②自治会・自主防災 9 8 0
③老人会・婦人会 1 0 0
④ボランティア 6 2 0
⑤福祉 3 3 0
⑥環境保護 2 1 0
⑦参加していない 20 45 1
⑧その他 0 0 0

Q 地域活動・社会活動の参加について、
あなたが参加しているものを教えてください。

Q 地域活動・社会活動へ参加していない理由は何ですか。

男性 女性 その他
①子どもの世話や老人の介護 0 3 0
②人間関係がわずらわしい 3 14 0
③配偶者や家族の理解がない 0 0 0
④自分の性格に合わない 1 6 0
⑤活動をする仲間がいない 4 12 0
⑥役員や世話人にされそうだから 1 4 0
⑦仕事が忙しい 9 21 0
⑧その他 8 8 1

Q「管理職になりたくない」を選んだのはなぜですか？

男性 女性 その他
①責任が重くなるのが嫌だから 12 21 0
②勤務時間が増えそうだから 3 5 0
③自分の能力に自信がないから 1 9 0
④仕事と家庭の両立が困難だから 1 14 0
⑤�女性管理職を受け入れる職場環境が
整っていないから

0 2 0

⑥�女性管理職が職場に少ない（いない）
から

1 1 0

⑦その他 1 3 0

Q 管理職になることについて、どう思いますか？

男性 女性 その他
①なりたい 9 3 0
②なりたくない 14 43 0
③わからない 15 23 1

男女共同参画社会についてのアンケート

女性
その他
男性

女性
その他
男性

女性
その他
男性

女性
その他
男性
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Q 現在、性的指向※1や性自認※2に悩む方にとって偏見や差別により生活しづらい社会だと思いますか？

男性 女性 その他
①思う 7 13 1
②どちらかと言えば思う 14 34 0
③どちらかと言えば思わない 7 10 0
④思わない 4 4 0
⑤分からない 7 7 0

Q 性的指向や性自認に悩む方が生活しやすくしていくためには、どのような取り組みが必要だと思いますか？

男性 女性 その他
①学校や職場での配慮
　（制服や更衣室・トイレの配慮など）

21 49 1

②専門の相談窓口の設置 14 23 0
③�町の広報紙やホームページ、講演
会、講座などによる啓発

8 15 1

④申請書等の性別記載欄の削除 4 19 0
⑤パートナーシップ宣誓制度の導入 6 29 0
⑥取り組みが必要とは思わない 1 3 0
⑦わからない 7 8 0
⑧その他 4 4 0

※ 1�性的指向：どのような性別の人を好きになるか。
※2�性自認：�自分の性をどのように認識しているのか。

LGBTQXなどの分類がある。

Q 災害時に男女共同参画の視点を取り入れた避難所とするには、どのようなことが必要だと思いますか。

男性 女性 その他
①�男女別のトイレや更衣室など、
プライバシーの確保

33 60 1

②�男女のニーズに配慮した物資を
備蓄する

21 53 1

③�避難所の運営に男女双方の意見
を反映させる

23 44 1

④�日頃から男女ともに地域でのコ
ミュニケーションを大切にする

12 25 1

⑤わからない 4 1 0
⑥その他 0 1 0

　今回のアンケートにご協力をいただき貴重なご意見をいただきました 108 人の方々に心から感謝申し
上げます。アンケート結果は、男女共同参画社会実現のための中土佐町の男女共同参画計画を策定する
にあたり参考にさせていただきます。
　また、今回掲載できなかった質問に関しては、中土佐町ホームページに掲載しますので、そちらをご
覧ください。
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　あけましておめでとうございます。

　町民の皆様には輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は、元旦早々に能登半島地震が起き、事の深刻さにお正月のお屠蘇気分が

一変しました。能登地方におきましては、その後 9月の豪雨災害も相まって甚

大な被害となり、いまだに多くの方々が不自由な生活を余儀なくされています。

災害によりお亡くなりになられました方のご冥福をお祈り申し上げますととも

に、被災された皆様にお見舞いを申し上げ一日も早い復旧をお祈りいたします。

　さて、何かと暗いニュースが続く中、昨年は本県にとりまして 92 年ぶりの明

るい話題もありました。それは、パリオリンピックでレスリングの清岡幸大郎

選手と櫻井つぐみ選手が金メダルを獲得したことに続き、パラリンピックにお

きましても車いすラグビーで池透暢選手が金メダルを獲得し、女子円盤投げで

も鬼谷慶子選手が銀メダルに輝くなど県民に大きな感動と希望を与えてくれたことであります。大リー

グでの大谷選手の活躍といい、改めてスポーツの持つ力の素晴らしさを痛感した次第です。

　政治の世界では、9 月に行われた自民党の総裁選で石破茂氏が当選し第 102 代内閣総理大臣に就任した

ものの、翌 10 月に行われた総選挙の結果自公政権が少数与党となり、第二次石破内閣の船出は大変厳し

いものとなりました。国外に目を転ずれば、依然続くロシアのウクライナ侵攻や中露両国による日本の

領空侵犯、アメリカ大統領選挙におけるトランプ氏の勝利、韓国の尹大統領問題など、我が国は内憂外

患の厳しい状況下におかれています。　　

　私といたしましては、県や国の動向を注視しながら将来にわたって安全で安心して暮らしていける町

づくりを実現するため、防災行政はもとより、子育て支援や産業振興、福祉と教育環境の充実など主要

施策につきまして、町民の皆様のご理解とご協力を賜りながら全力で取り組んでまいる決意です。

　結びに、本年が町民の皆様と中土佐町の上に幸多き年でありますことを心より祈念いたしまして新年

のごあいさつといたします。

中土佐町長
池田　洋光

　新年明けましておめでとうございます。

　年頭にあたり、中土佐町議会を代表いたしまして、謹んで新年のご挨拶を申

し上げます。

　町民の皆様におかれましては、日頃から町議会に対しまして、温かいご支援

とご理解を賜り、厚くお礼を申し上げます。

　さて、昨年を振り返りますと、地球規模での猛暑や大雨などの異常気象に加え、

国際情勢等の影響による原油や原材料費の高騰、止まらない円安などにより食

料価格等が高止まりとなるなど、町民生活にも大きな影響があった 1 年でもあ

りました。

　今日、国の内外ともに大きな変革の時期に遭遇しておりますが、地方行政に

おきましても、地方分権型社会の到来を受け、自己決定・自己責任による自治体運営が求められるなど、

未だかつて経験したことのない新たな環境に日々直面し、まさに、行政の真価が問われている時代といっ

ても過言ではありません。

　わが中土佐町におきましても、若年層の流出により高齢化と過疎化が続き、町勢の発展を図るうえで

大きな隘路となっております。これを打開するためには、若人にも十分魅力のある、活力溢れた地域社

会を実現することが、何よりも肝要であると思います。

　町議会といたしまして、より身近な分かりやすい議会をめざし、皆様の声を町政にしっかり届けてい

くことを、全議員決意を新たにしています。町民の皆様には、一層のご理解とご協力をお願いし、忌憚

のないご意見とご叱声をお聞かせください。

　今年は巳年であります「巳」という漢字には平和の意味があります。巳年が皆様にとりまして、平和

に明るく過ごす年になりますようご祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。

中土佐町議会議長
中城　重則

2025 年
謹んで新年のごあいさつ申し上げます
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　今年度も陸上記録会に向けて、子どもたちは一生懸命練習に取り組んできましたが、残念ながら天候不良のため　今年度も陸上記録会に向けて、子どもたちは一生懸命練習に取り組んできましたが、残念ながら天候不良のため
一堂に会して開催することはできませんでした。一堂に会して開催することはできませんでした。
　小学校体育主任会で話し合った結果、今年度は各校で計測した記録を基に陸上記録会を行うこととしました。結　小学校体育主任会で話し合った結果、今年度は各校で計測した記録を基に陸上記録会を行うこととしました。結
果は次の通りです。果は次の通りです。

第 17 回 中土佐町小学校陸上記録会

▶個人種目▶個人種目

50m 走（男）50m 走（男） 1 位1 位 竹本　裕音竹本　裕音 久 　 礼久 　 礼 8"18"1 50m 走（女）50m 走（女） 1 位1 位 池田　奏愛池田　奏愛 久 　 礼久 　 礼 8"18"1
1 位1 位 濱田　和来濱田　和来 久 　 礼久 　 礼  8"1 8"1 2 位2 位 政岡　帆乃政岡　帆乃 久 　 礼久 　 礼 8"28"2
1 位1 位 山中　新大山中　新大 久 　 礼久 　 礼 8"18"1 3 位3 位 松下依桜里松下依桜里 久　　礼久　　礼 8"58"5

100m 走（男）100m 走（男） 1 位1 位 濱田　和来濱田　和来 久　　礼久　　礼 17"017"0 100m 走（女）100m 走（女） 1 位1 位 政岡　明里政岡　明里 上ノ加江上ノ加江 16"516"5
2 位2 位 山中　新大山中　新大 久 　 礼久 　 礼 17"417"4 2 位2 位 中内　琉愛中内　琉愛 大 野 見大 野 見 17"117"1
3 位3 位 林　茂太郎林　茂太郎 久　　礼久　　礼 19"519"5 3 位3 位 谷脇　衣織谷脇　衣織 大 野 見大 野 見 17"417"4

60m ﾊｰﾄﾞﾙ（男）60m ﾊｰﾄﾞﾙ（男） 1 位1 位 竹本　裕音竹本　裕音 久　　礼久　　礼 13"613"6 60m ﾊｰﾄﾞﾙ（女）60m ﾊｰﾄﾞﾙ（女） 1 位1 位 門田　彩羽 久　　礼久　　礼 14"114"1
2 位2 位 小松　郁巳 久　　礼久　　礼 13"913"9 2 位2 位 奥代　花菜 久　　礼久　　礼 14"214"2
2 位2 位 下村　海哩 久　　礼久　　礼 13"913"9 2 位2 位 藤本　桃愛 久　　礼久　　礼 14"214"2

400m リレー（男）400m リレー（男） 1 位1 位 久礼 A久礼 A 1'09"51'09"5 山中　新大　・　濱田　和来　・　酒井　　鷹　・　大野　真尋山中　新大　・　濱田　和来　・　酒井　　鷹　・　大野　真尋

2 位2 位 上ノ加江 A上ノ加江 A 1'10"81'10"8 政岡　明里　・　若木　悠都　・　政岡　桃加　・　岩田　愛菜政岡　明里　・　若木　悠都　・　政岡　桃加　・　岩田　愛菜

3 位3 位 久礼 B久礼 B 1'13"31'13"3 岸本　青煌　・　宮本　　和　・　竹本　裕音　・　濵﨑　　匠岸本　青煌　・　宮本　　和　・　竹本　裕音　・　濵﨑　　匠

400m リレー（女）400m リレー（女） 1 位1 位 久礼 A久礼 A 1'08"71'08"7 政岡　帆乃　・　松下依桜里　・　西村　心陽　・　池田　奏愛政岡　帆乃　・　松下依桜里　・　西村　心陽　・　池田　奏愛

1 位1 位 大野見大野見 1'08"71'08"7 中内　琉愛　・　吉岡　　凜　・　谷脇　衣織　・　宮本　河音中内　琉愛　・　吉岡　　凜　・　谷脇　衣織　・　宮本　河音

3 位3 位 久礼 B久礼 B 1'15"21'15"2 濱田　梨湖　・　奥代　花菜　・　藤本　桃愛　・　市原　玲杏濱田　梨湖　・　奥代　花菜　・　藤本　桃愛　・　市原　玲杏

▶団体種目▶団体種目

走り幅跳び（男）走り幅跳び（男） 1 位1 位 濱田　和来 久　　礼久　　礼 3m573m57 走り幅跳び（女）走り幅跳び（女） 1 位1 位 池田　奏愛 久　　礼久　　礼 3m603m60
2 位2 位 山中　新大 久　　礼久　　礼 3m403m40 2 位2 位 松下依桜里 久　　礼久　　礼 3m553m55
3 位3 位 大野　真尋 久　　礼久　　礼 3m353m35 3 位3 位 宮本　河音 大 野 見大 野 見 3m253m25

走り高跳び（男）走り高跳び（男） 1 位1 位 大野　真尋 久　　礼久　　礼 122cm122cm 走り高跳び（女）走り高跳び（女） 1 位1 位 池田　奏愛 久 　 礼久 　 礼 117cm117cm
2 位2 位 濵﨑　　匠 久　　礼久　　礼 115cm115cm 2 位2 位 政岡　帆乃 久　　礼久　　礼 115cm115cm
3 位3 位 岸本　青煌 久　　礼久　　礼 110cm110cm 3 位3 位 松下依桜里 久　　礼久　　礼 110cm110cm

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ（男）ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ（男）1 位1 位 濵﨑　　匠 久　　礼久　　礼 38m6038m60 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ（女）ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ（女）1 位1 位 政岡　帆乃 久 　 礼久 　 礼 33m3733m37
2 位2 位 竹本　裕音 久　　礼久　　礼 34m5834m58 2 位2 位 濱田　梨湖 久　　礼久　　礼 25m6125m61
3 位3 位 岸本　青煌 久　　礼久　　礼 31m9731m97 3 位3 位 奥代　花菜 久　　礼久　　礼 22m6722m67

【問い合わせ先】教育委員会　☎ 52-2661

中土佐町の介護福祉タクシーすまいるすまいる
中土佐町タクシー券使用可。

障害者割引もあります。

ご利用の仕方や料金のご相談など、お気軽に

お問い合わせください！
病院病院へのへの送迎・受診介助送迎・受診介助
買い物買い物のの代行・同行代行・同行
美容院美容院などへのなどへの外出支援外出支援

ご家族様も一緒に乗車できます！ご家族様も一緒に乗車できます！

お出かけのお手伝い

広 告

☎ 070-7624-9146
受付時間：平日 8：00 ～ 17：00

中土佐町久礼 2124-6　池田 千恵子（介護福祉士）
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久　礼
小学校
児童150人

こども情報局

　私たち 5 年生は、総合的な学習の時間に「防災」をテーマにした学習をしています。
　1 学期には役場の岩本さんに防災のことについて教えてもらい、2 学期には、町を歩き、防災のかん板やひな
んタワー、災害用自動はん売機を見たり、役場の山岡さんに防災のことを教えてもらいました。学校では防災に
ついて調べたり、実際見たり、教えてもらったことをもとにして「防災新聞」にもまとめました。

　私は防災について色々なことを覚えていくのがすご
くうれしいです。習ったことは、いつも家でも家族に
話しています。だから、防災のことはお父さんとお母
さんより知っていると思います。
　岩本さんや山岡さんの話を聞いて防災イベントに参
加したいと思いました。（森岡 虹

にじ
）

　ぼくは、10 月にあった「防災フェスタ」に参加し
て、えきじょう化を知りました。えきじょう化は、地
しんが発生して地ばんがゆれて下にあるもの（土やど
ろ）がふき出してくる現象だそうです。ひなん場所へ
のかん板などの写真をとって防災マップを作りました。
自主防災のことを知るためにきき管理室の山岡さんに
質問して防災新聞にまとめる学習をしました。　　　　　　　　　　　　

（宮本 和
なごみ

）

児童の感想

第４回メイドイン中土佐フェアメイドイン中土佐フェアが
開催開催されました。

　11 月 23 日（土）に、高知市の「とさのさとアグリコレッ
ト」にて、中土佐町商工会主催の「メイドイン中土佐
フェア」が開催されました。町内から７事業者が出店し、
カツオのたたき、伊勢海老や長太郎貝などの豊富な海産
物、ジンジャーシロップ、ケーキや焼き菓子、しまんと
ターキーの炭火串焼き、自家焙煎コーヒーなど、中土佐
町の特産品がたくさん並びました。
　このイベント自体に興味があって来場した人や、特定
のお店を目的に来た人など、老若男女問わず、多くの来
場者で賑わいました。中には、「中土佐町に旅行で来た
時の印象がとても良かったので」と言って、県外から来
てくださっていたお客さんもいました。各事業者の人柄
や商品を通じて、中土佐町の魅力を多くの人に伝えるこ
とができたフェアとなりました。（編集委員　坂本 創一）

発見！町の防災！発見！町の防災！
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ボランティア表彰されました

　

大
野
見
久
万
秋
の
萩
野
正
二
さ
ん
が
、
久
万
秋
の
湧
き

水
の
保
全
活
動
や
久
万
秋
沈
下
橋
付
近
の
草
刈
・
清
掃

活
動
な
ど
、
約
20
年
間
に
わ
た
る
活
動
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
高
知
県
知
事
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（健
康
福
祉
課
）

　12 月 7 日（土）、旧ビコット横の広場にて本場通りもりあ
げ隊（隊長　坂井貞嗣さん）・実行委員会（委員長　門田和
江さん）による「第 10 回　命の道を照らすキャンドルナイト」
が開催されました。
　このキャンドルナイトは、「地域を盛り上げたい」という
本場通りもりあげ隊の想いから始まったイベントで、避難道
で開催することによって防災意識も高められるということか
ら学問坂で開催されています。
　開催の１週間前に飾り付けられたキャンドルは、７日にボ
ランティアの方々の協力で点火され、避難道が彩られました。
　イベント会場では、毎年恒例の温かい豚汁の販売のほか、
中土佐町商工会女性部や高知県立大学生らによる出店もあ
り、子どもたちが喜ぶような輪投げや綿菓子を販売していま
した。また、大野見源流子ども太鼓・スチールパンバンド
Oh!No!!Me!!!・なかとさもん・90- キッズエアロ A- ステップに
よる催し物も行われ、多くの人でにぎわいました。（事務局）

命の道を照らすキャンドルナイト命の道を照らすキャンドルナイト
今年も開催されました今年も開催されました

◀
お
水
を
運
ん
で
く
れ
て
い
る
萩
野
さ
ん

大野見みんなの文化展大野見みんなの文化展
　11 月 28 〜 30 日、大野見体育館において「大野見み
んなの文化展」が開催されました。地域の方をはじめ、
たくさんの方々が来場しました。
　会場には絵画や写真、工芸品など、町内の方々の力作
がずらり。「ゆったり作品を見たい」との声から、今年は
作品の展示を 3 日間に延長し、来場者は思い思いのペー
スで作品を楽しんでいました。
　会期最終日の土曜日には、地域の活動団体や商店によ
る飲食販売が行われ、七面鳥汁や焼きそばなどが並びま
した。今年も大野見小学校の児童によるもち米販売があ
り、あっという間に完売しました。
　またステージでは大正琴やギター、フラダンスなど大
野見で活動するグループによる発表がありました。今年
は久礼からもハーモニカサークルと久礼中学校吹奏楽部
の皆さんが参加し、見ごたえのあるステージに来場者は
大きな拍手を送っていました。（編集委員　下村 由佳子）
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森の教室を開催しました
森の大切さを学ぶ

　12 月 12 日（木）、こどもセンターにて「森の教室」が開
催されました。
　このイベントは、全国で 44 都道府県で開催されており、
身近な森を育て守るために子どもたちにも森について学んで
もらおうと、公益社団法人高知県森と緑の会・公益社団法人
国土緑化推進機構が主催し、今回は久礼保育所の年中・年長
児が参加しました。
　教室が始まると、まず明るいお姉さんが出てきて子どもた
ちは大興奮‼その後はお姉さんや森のキャラクター「どんぐ
りくん」「ふぁみたん」と一緒に、大きい絵本を使って木の
役割や土砂崩れが起きる理由、日本に生息する動物などにつ
いて学びました。また、キャラクターと一緒に踊る「森のダ
ンス」もあり、子どもたちは終始楽しんでいました。
　森について学んだあとは、庭に移動してプランターにどん
ぐりを植えました。このどんぐりは約２年間保育所で育てた
あと、中土佐町の森に植えられます。
　子どもたちは、「元気に育ってほしい」「大きい木になって
ほしい」と想いをこめて植えてくれたそうで、将来このどん
ぐりが中土佐町の森を守る木になってくれると思うと嬉しい
です。（事務局）

ベースボール5大会が
開催されました

　11 月 10 日に上ノ加江スポーツ文化センターで侍ジャパン
Baseball5 代表の數田彩乃選手をお招きして「第 1 回 AYANO カッ
プ ベースボール 5 大会」が開催されました。
　大会には 20 人以上参加し、數田選手直々に練習からルールの
説明までをしていただいたのち、4 チームで優勝を目指し試合
を行いました。

　最後には數田選手自らバッターボックスに立ち、参加者は世界レベル
のプレーを目の当たりにしてレベルの高さに驚愕していました。
　試合会場では 10 月に行われたワールドカップのメダルを見ることが
でき、中土佐町の出身で世界でも活躍する選手がいることを喜ぶ声や中
土佐町でのベースボール 5 の競技人口を増やしたいなど様々な声が見受
けられました。
　今回が中土佐町で行うベースボール 5 大会の初開催になりましたが、
町内外問わず盛り上がる恒例イベントとして定期的に行いスポーツで中
土佐町を盛り上げていって欲しいと思います。（編集委員　金丸慎平）
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12 月 11 日開会の中土佐町議会定例会
で、池田町長は、当面の町の重要課題
等について、次のように報告しました。

●
令
和
7
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

　

本
町
は
第
３
次
中
土
佐
町
総
合
振
興
計

画
に
掲
げ
る
「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
の
実
現

と
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
な
ど
喫

緊
の
課
題
に
対
し
「
社
会
基
盤
と
安
全
」、「
産

業
と
環
境
」、「
健
康
と
福
祉
」、「
教
育
と
文

化
」
の
各
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
に

は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
な
ど
少

子
化
対
策
や
移
住
・
定
住
対
策
の
充
実
に

努
め
て
い
る
が
、依
然
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず
、

令
和
７
年
度
以
降
も
取
り
組
み
継
続
や
対

策
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
農
林
水
産

業
を
は
じ
め
観
光
産
業
等
の
振
興
に
積
極

的
か
つ
幅
広
い
支
援
策
が
求
め
ら
れ
る
と

共
に
、
全
国
各
地
で
発
生
し
た
大
規
模
災

害
の
教
訓
を
生
か
し
、
発
災
後
も
迅
速
に

ま
ち
の
復
旧
・
復
興
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
方
針
や
課
題
解
決
方
法
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

10
月
27
日
に
町
内
一
斉
避
難
訓
練
を
実

施
、
自
助
共
助
の
取
り
組
み
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
で
あ
っ
た
。

終
了
後
、「
知
る
・
見
る
・
体
感
す
る
・
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
ふ
る

さ
と
海
岸
周
辺
で
開
催
し
た
。
本
町
で
は
事

前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
11
月
18
日
か

ら
５
日
間
、
危
機
管
理
室
を
は
じ
め
若
手
職

員
８
名
が
東
北
地
方
へ
の
視
察
研
修
に
赴

い
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
沿
岸
市

町
を
対
象
に
行
政
機
能
復
旧
や
復
興
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
職
員
か
ら
「
い
ず
れ
本
町

が
見
舞
わ
れ
る
災
害
及
び
復
興
に
対
す
る

認
識
を
新
た
に
し
た
」と
の
報
告
を
受
け
た
。

一
連
の
視
察
内
容
は
全
職
員
を
対
象
に
報

告
会
を
予
定
し
、
得
た
知
見
を
共
有
し
て
将

来
を
見
据
え
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
Ｊ
Ｒ
土
佐
久
礼
駅
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
土
佐
久
礼
駅
は
１
９
３
９
年
に
建

て
ら
れ
、
今
年
11
月
15
日
に
満
85
年
を
迎

え
た
。
公
共
交
通
の
玄
関
口
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
駅
で
あ
り
、
大
切
な
駅
舎

を
守
る
と
と
も
に
、
町
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
た
め
利
活
用
策
に
つ
い
て
検
討
・
協

議
を
重
ね
、
10
月
か
ら
観
光
協
会
の
事
務

所
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
駅

舎
の
改
修
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
活
躍
、
子
ど
も
た
ち
の
カ
ツ
オ
ア
ー
ト

も
飾
ら
れ
る
な
ど
多
く
の
町
民
が
参
加

し
、
有
料
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
や
土
日
限
定

の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
貸
し
出
し
な

ど
「
周
遊
促
進
」
を
図
る
取
り
組
み
も
始

ま
り
、
町
の
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

●
第
２
回
中
土
佐
町

フ
ァ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

東
京
で
の
第
２
回
中
土
佐
町
フ
ァ
ン
イ

ベ
ン
ト
は
11
月
９
日
に
開
催
、
新
宿
区
市
ヶ

谷
の
キ
ッ
チ
ン
付
き
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
、
久
礼
の
誇
る
カ
ツ
オ
の
タ
タ

キ
は
町
内
３
つ
の
名
店
に
よ
る
食
べ
比
べ
、

大
野
見
の
七
面
鳥
や
虎
杖
な
ど
町
産
の
肉

や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
と
地
酒
を
用
意
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
来
場
者
は
町
出
身
者

や
都
内
で
町
産
品
を
取
扱
う
事
業
者
、「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
や
「
企
業
誘
致
」

で
接
点
が
生
ま
れ
た
方
な
ど
で
、
こ
れ
ま

で
地
道
に
進
め
て
き
た
取
り
組
み
が
町
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
に
向
け
て
少
し
ず
つ
実
を

結
び
、
関
係
人
口
の
創
出
ひ
い
て
は
移
住
・

定
住
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

●
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
・
む
ら
の
宝
に

お
け
る
大
正
町
市
場
協
同
組
合
の
優
良
選
定

に
つ
い
て

　

第
11
回
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
・
む

ら
の
宝
」
に
、
本
町
の
大
正
町
市
場
協
同
組

合
が
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｏ 

Ｎ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
な
鰹
乃
國
」
が
選
定
さ
れ
た
。
時

代
の
変
遷
と
共
に
移
ろ
う
消
費
者
の
心
を
つ

か
む
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
た
努

力
の
結
果
が
こ
の
度
の
受
賞
で
あ
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
る
。

●
災
害
及
び
施
設
故
障
時
等
に
お
け
る

ご
み
処
理
及
び
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
処
理
の

協
力
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　

３
月
、
４
月
、
６
月
と
立
て
続
け
に
高
幡

東
部
清
掃
組
合
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
自
然
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
を
想
定
す
る
時
、
近
隣
の
施
設
と
ご

み
及
び
し
尿
の
処
理
を
相
互
に
協
力
し
合

う
協
定
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
こ
で
相

互
連
携
協
定
の
締
結
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
、
土
佐
市
、
い
の
町
、
日
高
村
及
び

構
成
処
理
施
設
等
と
協
議
を
重
ね
、
11
月

１
日
、土
佐
市
役
所
で
調
印
式
を
実
施
し
た
。

四
万
十
町
の
関
連
施
設
と
も
同
様
の
協
定

を
結
ぶ
予
定
。
で
き
る
限
り
広
域
の
関
連

施
設
と
相
互
の
協
力
体
制
を
模
索
・
構
築
し
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

●
公
金
収
納
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
か
ら
「
固
定
資
産
税
」
等
で

は
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ

た
納
付
書
で
電
子
納
付
が
で
き
、
金
融
機
関

等
の
場
所
や
営
業
時
間
等
の
縛
り
が
無
く

納
付
で
き
る
。
そ
れ
以
外
で
も
各
種
手
数
料

や
使
用
料
等
の
公
金
収
納
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

お
り
、
来
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
美
術
館
で

は
観
覧
料
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
ジ
モ
ッ
ペ
イ

に
よ
る
電
子
マ
ネ
ー
で
の
納
付
に
よ
り
、
来

館
者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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相談日 会場 主な対象地区
2 月 10 日（月）

上ノ加江公民館　集会室

　矢井賀
2 月 12 日（水） 　上ノ加江2 月 13 日（木）
2 月 14 日（金） 　上ノ加江・矢井賀
2 月 16 日（日）

大野見振興局　
1 階フロア

　大野見全域
2 月 17 日（月） 　大野見北
2 月 18 日（火） 　大野見中央
2 月 19 日（水） 　大野見南
2 月 20 日（木） 　大野見全域2 月 21 日（金）
2 月 25 日（火）

町民交流会館
多目的ホール

　笹場・押岡
2 月 26 日（水） 　久礼　上和田・的場・鎌田・小鎌田・築港・大野
2 月 27 日（木） 　久礼　大新改・道の川・大棚・萩原・大北・常賢寺2 月 28 日（金）
3 月 2 日（日） 　町内全域
3 月 3 日（月） 　久礼　長沢・奥の谷・大坂
3 月 4 日（火） 　久礼　町・浜3 月 5 日（水）
3 月 6 日（木）

～
3 月 17 日（月）

※土日除く

町民交流会館　多目的ホール
大野見振興局　地域振興課

　町内全域
　※ 3 月 17 日 ( 月 ) の受付は正午までですので、ご注意ください。

　令和 6 年中の所得の申告時期が近づいてきました。申告した内容は、令和 7 年度の町県民税や国民健康保険税

の課税資料となるほか、各種保険料の算定や軽減判定など行政サービスの基礎資料となります。税務署や e-Tax

で申告をしない方は、下記の日程をご確認の上、会場にお越しください。

　申告が必要か分からない場合や申告期間中に来ることができないなど不明な点がありましたら、税務課までお

問い合わせ下さい。

　給与所得や年金所得のみの方の還付
申告（医療費控除等）につきましては、
2 月 5 日（水）から 2 月 7 日（金）
まで税務課・地域振興課で早期受付し
ています。

税の申告相談会が始まります税の申告相談会が始まります

【問い合わせ先】税務課　☎ 52-2214

※上記期間中は、中土佐町役場税務課での申告相談はお受けできませんので、ご注意ください。
※申告会場は大変混雑します。事前に収支などの資料を整理して、スムーズな申告にご協力をお願いします。
　資料の整理がされていない場合は、ご自身で仕分けや計算をしていただくことになります。
　なお、収支内訳書、医療費控除の明細書等の様式は、国税庁のホームページよりダウンロードしていただくか、
　役場税務課、上ノ加江支所、大野見振興局にありますのでご利用ください。
※ 日曜日の申告会場は特に混雑が予想されます。可能な限りお住いの地区の日程か平日にご来場いただきますよ

う、ご協力をお願いします。
※ 株や住宅の譲渡所得、仮想通貨、住宅借入金特別控除１年目など、申告の内容により税務署へご案内する場合

がございます。ご了承ください。
※ インボイス発行事業者の登録を受けた方は消費税の申告が必要となります。中土佐町では消費税の申告受付を

行っていませんので、税務署で申告をしていただきますようお願いします。

・マイナンバーカード

・本人確認書類（運転免許証など）

※マイナンバーカードを持参される方は必要ありません

・給与、公的年金などの源泉徴収票

・事業所得などのある方は、収支の分かる帳簿、領収書など

・ 各種控除（医療費・生命保険・介護保険など）に必要な

証明書又は領収書など

・ 所得税の還付申告をされる方は、振込先の口座番号がわかるもの

・税務署からの「確定申告のお知らせ」ハガキ

  申告に持参するものは？

令和 7年２月 10日 (月 ) ～３月 17日 ( 月 )　各会場とも9時 30分～ 15時
※3月 17日 ( 月 ) のみ９時３０分～正午まで

日　程

　令和 7年１月１日に中土佐町に住所がある
方です。収入０円、障害年金や遺族年金のみ
の方も町への申告が必要です。

　ただし、次の方は原則申告の必要はありま

せん。（各種控除の追加などがある方は、申告

が必要です。）

・給与収入のみで年末調整が済んでいる方

・ 年金収入のみ（400 万円以下）で、ほかに

収入がない方

  申告が必要な方は？
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須崎税務署からのお知らせ須崎税務署からのお知らせ

【確定申告書は、e-Tax で便利に作成できます】
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、スマホやパソコン
から画面の案内に沿って金額等を入力するだけで、申告書や青色申告決算書・収
支内訳書の作成・e-Tax による送信ができます。
　また、令和７年１月から所得税のすべての画面及び消費税の「簡易課税」と「２
割特例」の画面がスマホでも操作しやすくなるほか、贈与税もスマホで申告でき
るようになるなど、スマホ申告がますます便利になっています。

【開設期間】
●令和 7 年２月 17 日（月）から３月 17 日（月）まで（土・日・祝日を除く。）
※ 上記の期間より前は、確定申告会場を設置しておりませんのでご注意ください。ただし、作成済みの申告書

等の提出は受け付けております。
　 なお、贈与税や土地などの譲渡所得について申告相談を希望される方は、担当職員が従事している、３月 3

日（月）以降にお越しください。

【受付時間等】
●８時 30 分から 16 時まで（相談開始は９時から）
　混雑緩和のため、会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要です（作成済申
告書の提出のみであれば不要）。

◀ 確定申告書等
作成コーナー
はこちら！

◀ マイナポータル
連携の詳細につ
いてはこちら

　入場整理券は当日配付しますが、LINE を通じたオンライン事前発行も可能で
す。ただし、入場整理券の配付状況に応じて、16 時前であっても受付を終了す
る場合があります。
●確定申告会場では、原則、ご自身のスマホを操作し、申告書を作成していただ
きます。
　確定申告会場に来場される場合は、確定申告書の作成に必要な書類のほか、ス
マホ、マイナンバーカード、マイナンバーカードのパスワード２種（①利用者証
明用電子証明書（数字４桁）、②署名用電子証明書（英数字６〜 16 文字））を持
参してください。

◀ 国 税 庁 LINE
公式アカウント
はこちら

【“確定申告 ”電話相談センター開設期間】
●令和 7 年１月１７日（金）から３月 17 日（月）まで
　所得税及び復興特別所得税・贈与税・消費税及び地方消費税の確定申告に関するご質問やご相談にお答えします。
　なお、土・日・祝日については、3 月 2 日（日）のみ、電話相談を行っております。

【受付時間】
●８時 30 分から 17 時まで
【自動音声でご案内します】
●国税相談専用ダイヤル（0570-00-5901）にお電話いただき、自動音声案内に従い、『０』番を選択してください。

【e-Tax・作成コーナーヘルプデスクのご案内】
● e-Tax ソフト・確定申告書等作成コーナーの事前準備、送信方法、エラー解消などの使い方に関する問い合
わせの専用窓口としてヘルプデスク（0570-01-5901）を設置しています。
　申告等の内容に関する事項、税法関連事項については、AI を活用した税務相談「チャットボット」をぜひご
利用ください。

確定申告はスマホとマイナンバーカードでさらに便利に

税務署から確定申告会場についてのお知らせ

電話による申告相談をご利用ください

【確定申告はマイナポータル連携で自動入力】
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で所得税の確定申告をする
際に、マイナポータル経由で控除証明書等のデータを一括取得し、申告書の該当
項目へ自動入力することができます。

◀パスワードの
初期化について
はこちら

【問い合わせ先】須崎税務署　☎42-2355（代表）
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国保・後期高齢者医療に加入されている皆様へ

医療費が高額になったとき
　病院等で支払った１ヶ月の医療費が高額になった

場合、限度額を超える部分の払い戻しを受ける高額療

養費制度があります。

（１）国保（０～７４歳）

　払い戻しに該当している場合は、診療月から２カ月

後にお知らせします。領収書は不要です。

（２）後期高齢者医療（７５歳以上）

　払い戻しに該当している場合は、診療月から３カ月

後にお知らせします。初回のみ窓口での手続きが必要

となりますが、領収書は不要です。２回目以降は手続

きも不要で、後日、指定の金融機関に振り込まれます。

特定疾病について
　人工透析を実施している腎臓病や血友病などの

長期間にわたり治療が必要な特定の疾病の被保険

者に対して、病院等での自己負担額を月額上限１

～２万円に軽減する制度があります。対象の方は

「特定疾病療養受療証」の発行手続きがあります

ので、町民環境課で手続きをお願いします。

事故などで治療を受けるとき
　交通事故やけんかなど、責任を負うべき第三者（加

害者）の行為によって治療を受けるときは、本来、保

険がつかえません。しかし、被保険者の医療を受ける

権利を保障するために保険から一時立て替えをする制

度があります。その医療費はあとから第三者（加害者）

に請求されます。そのためには必ず町民環境課で手続

きをお願いします。

医療費の 10割を支払った場合
　病院等で保険証等を提示できなかった場合など、

保険を使わず全額自己負担で診療等を受けた場合

は、その診療月内であれば、病院等に再度、保険証

等を提示することで保険者が負担する金額が戻っ

てきます。もし、診療月の翌月になった場合には、

返還の手続きが必要ですので、「被保険者証または

資格確認書・資格情報のお知らせ」「印鑑」「領収書」

「診療（調剤）報酬明細書（領収書と一緒に添付さ

れてくる診療明細書ではなく、レセプトが必要に

なります）」をお持ちの上、町民環境課で手続きを

お願いします。※返還には３ヶ月程度かかります。

【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2213

いずれかに該当する場合は、必ず町民環境課まで手続きをお願いします。

移住・定住の情報を発信！

「JOIN移住・交流＆地域おこしフェア」に参加しました！「JOIN移住・交流＆地域おこしフェア」に参加しました！

移住担当者の奮闘記　Vol.4　

　12 月 7 日（土）と 8 日（日）、東京都江東区にある「東京ビッグサイト」で開催された移住促進イベントに
参加しました。
　会場には全国から多くの自治体が参加（2 日間で 152 団体）していることもあって、ゆるキャラの着ぐるみ
や特産品の被り物はもちろん、限られたスペースの中で町の取り組みを表現するため、キャンプ場のようなスペー
スを作ったり、現役の保育士さんを連れて託児スペースを準備したりと、あの手この手のＰＲ合戦で会場は大賑
わいでした。
　2 日間の来場者はなんと 3,300 人を超え、様々な理由で地方への移住を考えている方がおられました。「あな
たを一本釣りしたい！」のキャッチコピーが書かれたのぼり旗などのＰＲが功を奏したのか、中土佐町の窓口にも
26 組 30 人をお迎えし、町での暮らしのことや移住に向けた支援の体制などの情報を発信することができました。

移住の取り組みをサポートしてくれる方を募集しています！移住の取り組みをサポートしてくれる方を募集しています！
　現在、これまでの取り組みが実を結び始め、中土佐町に移住したいと考えてくれている人が増えています。し
かし、借りることができる家がない、困ったときに頼れる人と知り合いたいなど、移住に向けた不安はあります。
　そこで、町の人が移住者を支援する「移住サポーター」を募集しています。人のお世話をするのが好き、おせっ
かいってよく言われる、楽しいことに参加してみたいなど、理由はなんでも大丈夫です。ぜひみなさんの優しさ
で中土佐町への移住を後押ししてください。
　気になる方は、まちづくり課までご連絡ください！ 【問い合わせ先】まちづくり課（担当：岩瀬）☎ 52-2365

行政からのお知らせ行政からのお知らせ
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ごご 存存 知知 でで すす かか ？？ ？？ 就学援助制度
　就学援助制度は、経済的な理由でお困りの保護者の方に対して学用品費や給食費などの援助をおこ
なうことにより、義務教育の円滑な実施を目的とするものです。

▶対象となる所得の目安

家族数家族数 家族構成（例）家族構成（例） 所得金額所得金額（基準額）（基準額）

2 人  父または母 (30 才 )
 子 ( 小学生 ) 162 万円程度

3 人  父 (35 才 )・母 (30 才 )
 子 ( 小学生 ) 219 万円程度

4 人
 父 (42 才 )・母 (38 才 )
 子 ( 中学生 )
 子 ( 小学生 )

286 万程度

5 人
 父 (42 才 )・母 (41 才 )
 子 ( 高校生 )
 子 ( 中学生 )
 子 ( 小学生 )

339 万程度

※所得額とは、給与(年金)収入の場合、給与(年金)所得控除(収

入額により異なります ) 後の金額です。また、社会保険料控除・

生命保険料控除・地震保険料控除がある場合は、さらにそれら

を差し引いた金額になります。

※生計を同じとしている方の所得は全て合算します。

※上記の所得は家族構成や年齢等諸条件により違いがあります。

援助を受けることのできる方援助を受けることのできる方
①生活保護を受けている方

②生活保護を受けている方に準ずる程度に

　困窮していると教育委員会が認める方

　・町県民税の非課税または減免の扱いを受けている方

　・母子家庭などに支給される児童扶養手当を受けている方

　・世帯の所得額の合計が生活保護基準の 1.3 倍までの方

　・就業が不安定で、援助が必要と認められる方　　　　など

援助の内容援助の内容
①学用品費など　　②新入学学用品費など

③学校給食費（中土佐町では、給食費は無償化されています）

④修学旅行費　　　⑤校外活動費

援助を希望される方援助を希望される方
　申請書などは、学校にありますので、学校に申し出て必要事項

を記入し、学校へ提出してください。なお、援助を受けられるか

どうかは、調査のうえ、学校を通じてお知らせします。

　この制度に関しての問い合わせは、それぞれの学校または教育

委員会までお願いします。

【問い合わせ先】教育委員会事務局　☎ 52-2661

令和７年度　中土佐町奨学生の募集について
1　奨学生申し込み資格
〇本町に保護者が住所を有し、令和 7 年 4 月に高校・
大学等に進学する者及び現在在学中の者。
〇経済的理由により修学が困難な者
※ただし、中土佐町の事務及び事業における暴力団
排除に関する規則（平成 24 年中土佐町規則第 26 号 )　
第 2 条第 2 項第 5 号に規定する排除措置対象者を除く。

２　貸与額及び募集人員

３　提出書類
○奨学金（貸与）願書・推薦書…奨学金（貸与）願書
は 2 人の保証人の署名、捺印が必要です。推薦書は現
在在学している学校長の証明が必要です。願書は中土
佐町教育委員会事務局にあります。
○成績証明書…現在、在学している学校のものを提出
してください。
○所得証明書…令和 6 年度課税分で世帯全員の証明が
必要です。

４　 奨学金の返還
　修業期間満了後 1 年を経過した月から毎月、その貸
与月額と同額を最短修業期間に相当する期間内に返還
してください。また、全額又は数箇月分を一括して返
還することもできます。無利息とします。

（例）
　令和 7 年 4 月から令和 10 年 3 月まで高校に修学し、
毎月 15,000 円の奨学資金の貸与を受けた場合は、令和
11 年 4 月から令和 14 年 3 月まで毎月 15,000 円の返還
となります。

５  提出期限
     令和 7 年 2 月 28 日（金）

６ 提出場所
      中土佐町教育委員会事務局

【問い合わせ先】教育委員会　☎ 52-2661

大学 30,000 円 / 月

若干名短期大学・専門学校
国立高等専門学校 20,000 円 / 月

高等学校 15,000 円 / 月
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　現在、大野見歯科診療所では、マイナ保険証のみを使用し受診することはできません。受診される場合は、
下記の持参をお願いします。

①保険証
②マイナンバーカード＋資格情報のお知らせ
③資格確認書
④医療券
⑤その他
・被保険者資格証明書
・限度額適用認定書 / 限度額適用・標準負担額減額認定書
・特定疾病療養受療書　等

持参するもの

※ 上記の情報は令和 6 年 12 月時点のものとなります、今後、マイナ保険証が使用できるようになりま
したら、回覧・広報等で周知させていただきます。

【問い合わせ先】健康福祉課　☎ 52-2662

大野見歯歯科診療所を受診される方へ

①～④のいずれかが必須です。
その他の書類等も保険証で受診して
いた時と同様、忘れず持参ください。

●マイナンバーカードの申請
●紛失、再発行の申請
●マイナ保険証の利用登録

令和7年

11//2020からから
　1 月 20 日より上ノ加江支所と大野見振興局地域振
興課で受付できる手続きが増えます。

1
月
19
日
ま
で

1
月
20
日
以
降

●マイナンバーカードの申請
●紛失、再発行の申請
●マイナ保険証の利用登録

マイナンバーカードのマイナンバーカードの
受付できる手続きが増えます受付できる手続きが増えます

●マイナンバーカードの交付　※ 1
●電子証明書の更新　※ 2
●暗証番号の変更・初期化
●住所、氏名など券面記載事項の変更

※ 1  前日までのご予約が必要です。
※ 2   更新の案内は有効期限の約 3 カ月前に郵送で届

きます。
【問い合わせ先】町民環境課　　☎ 52-2213

上ノ加江支所　☎ 59-0566
地域振興課　　☎ 57-2021

ご存じですか？

相続登記の申請が
義務化されました

　令和 6 年 4 月 1 日から、相続（遺言を含む。）
により不動産を取得した相続人は、不動産の所有
権を取得したことを知った日から３年以内に相続
登記を申請しなければなりません。
　また、令和６年４月１日より前に開始した相続
によって不動産を取得した場合も対象で、令和９
年 3 月 31 日までに相続登記を申請していただく
必要があります。
　いずれの場合も、正当な理由なくその申請を怠った
ときは、過料（10万円以下）の適用対象となっています。
　相続登記の申請は、登記申請書を作成し、戸籍

（除籍）や住民票などたくさんの書類を取得してい
ただく必要があり、また、ケースに応じて必要と
なる書類も異なってくるなど、登記申請手続きの
中でも大変困難度の高い登記といわれていますが、
一生に一度の大切な手続きですので、ご理解とご
協力をお願いいたします。
　相続登記の手続きを専門家に依頼することをご
希望の際は、司法書士にお問い合わせください。
ご自身での手続きをご希望の際は、お近くの法務
局（登記手続き案内を予約制で実施しています。）
までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
高知県司法書士会総合相談センター　☎ 088-825-3143
高知地方法務局　☎ 088-822-3331

行政からのお知らせ行政からのお知らせ
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広 告

内科・消化器内科・循環器内科
呼吸器内科・リハビリテーション科

医療法人 千博会
ネオリゾート ちひろ病院

〒 785-0008　須崎市中町１- ６- ２５
TEL  ４２- ２５３０　　FAX  ４２- ２５３２

〔併設施設〕介護医療院ちひろ
　　　　　　　　　　　 　  南国厚生病院

※中土佐町は地域猫活動をサポートしています。

【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2215

環境ひとくちメモ
『紙類の資源ゴミの出し方について』
　紙類の資源ゴミは、ストックヤード施設で種
類ごとに手作業で分別しています。作業を適正かつ円滑に行うた
めに、「新聞・チラシ」「雑誌類」「ダンボール」の３種類に分けて
ヒモで十字に縛ってください。皆様のご協力をお願いします。
　また、個人情報が記載されたものは燃えるゴミで出してくださ
い。収集までの間、多くの人の目につくため、悪用されてしまう
危険性があります。皆様の大事な個人情報を守るためにも、燃え
るゴミでの排出をお願いします。

【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2215

あなたの遺言書を残してみませんか？

自筆証書遺言書自筆証書遺言書
保管制度保管制度

　あなたが作成した自筆証書遺言書を法務局で大切に保管します。

　法務局に保管していただくと、 遺言書の紛失、 改ざん等を防止

できるほか、 家庭裁判所での検認手続も不要となります。 遺産分

割での争い等を防ぐために自筆証書遺言書を検討される際には、

ぜひ本制度をご活用ください。

　詳しくは、 法務省ホームページをご覧いただくか、 お近くの法務

局へお問い合わせください。

　また、企業・各種団体・グループを対象として、本制度に関する 「無

料出張説明会」も実施していますので、ぜひお問い合わせください。

【法務局】

高知地方法務局供託課　☎ 088-822-3331（出張説明会問い合せ先）

高知地方法務局香美支局　☎ 0887-52-3049

高知地方法務局須崎支局  ☎ 0889-42-0374

高知地方法務局安芸支局  ☎ 0887-35-2272

高知地方法務局四万十支局  ☎ 0880-34-1600

【法務省ホームページ】

http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html
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中土佐町中土佐町
地域子育て支援センター　はぐ地域子育て支援センター　はぐ

はぐのおたよりはぐのおたより

休日も遊びに来てね休日も遊びに来てね
　はぐでは、休日開所を行っています。平日に来所できない町内の方はもちろん、町外の方も自由に遊んで

もらうことができます。広いお部屋とたくさんのおもちゃで、いつもと違う子どもさんとのふれあいができ

ると思います。お気軽にお越しください。

開館：月～金曜日

　　　8 時 30 分～ 11 時 30 分、13 時 30 分～ 15 時 30 分

場所：中土佐町久礼 6551-1 中土佐町こどもセンター内

問い合わせ先：☎ 52-2533

（株）双名衛生社　☎ 0889-52-3949

故障に迅速に対応いたします。

見積りだけでも結構です。

お気軽にご相談ください！

単独・合併浄化槽単独・合併浄化槽のの維持管理維持管理をを行っています！行っています！
広 告

【開所日程】
・1/11（土）・1/25（土）
・2/9（日）・2/22（土）
・3/2（日）・3/15（土）

（開所時間 8：30 ～ 12：00）

InformationInformation

●1／22（水）　おたのしみ会「親子でふれあいあそび」（10時～）
●2／3（月）　　おにのお面作り／豆まき　（10時～）
●2／14（金）　子育て講座「赤ちゃんの発達のおはなし会」（10時～）
●不要になったチャイルドシートやジュニアシートはありませんか？
　�はぐに提供いただける方を探しています。部品がない、壊れているものは受け取れませんが
　ぜひ提供をお願いします‼

お気軽にお越しください♪お気軽にお越しください♪

行政からのお知らせ行政からのお知らせ
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付
特
例
制
度
」
と

「
納
付
猶
予
制
度
」

★
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
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付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
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、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
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等
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校
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修
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校
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★
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学
生
で
な
い
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歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

以
下
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に
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民
年
金
保
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料
の

納
付
が
猶
予
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れ
る
制
度
で
す
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▼
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
‐
８
７
５
‐
１
７
１
７

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
お
手

元
に
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
、

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

町
民
環
境
課
☎
５
２
‐
２
２
１
３

11/16 ～ 12/15 の池田町長の動向を報告します。11/16 ～ 12/15 の池田町長の動向を報告します。
※庁舎内での用務等は、紙面の都合で割愛しています。※庁舎内での用務等は、紙面の都合で割愛しています。

町長の手帳

11
月

18 月 全国過疎地域連盟 第 58 回総会（東京）

19 火 県選出国会議員と町村長・議会議長との意見交換会
（東京）

20 水 全国町村長大会（東京）

21 木 全国山村振興連盟通常総会（東京）

22 金
12 月補正予算町長査定

明日の四国づくりを考える市町村長の会
（日高村）

25 月 社会資本整備を考える首長の会（東京）

26 火 安全・安心の道づくりを求める全国大会
（東京）

27 水 高知県市町村道整備促進協議会 要望活動（東京）

四国港湾協議会意見交換会

28 木 経済と暮らしを支える港づくり全国大会（東京）

29 金 奥四万十高知 第 2回理事会（須崎市）

12
月

2 月 ＪＡ土佐くろしおトップセールス（1日目・名古屋）

3 火 ＪＡ土佐くろしおトップセールス（2日目・名古屋）

4 水

庁議

高知県ＵＩターンサポートセンター来庁

清掃組合協議

株式会社マキテック社長来庁

5 木 須崎地区地域安全協会来庁

自衛隊募集相談員委嘱式

6 金 須崎市中土佐町シルバー人材センター来庁

9 月 ＪＡ高知県来庁

10 火

高知港湾・空港整備事務所長来庁

地域おこし協力隊面接試験

高知大学との連携・取組に関する協議

美術館×高知大×風工房　連携プロジェクト第2弾

11 水 令和6年12月中土佐町議会定例会開会

嶋岡氏叙勲受章祝賀会

12 木 森の教室（こどもセンター）

第2回美術館運営委員会

13 金 中土佐町総合教育会議
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健
康 福 祉 課 だ よ り

令和 7 年度　令和 7 年度　検（健）診のお知らせ検（健）診のお知らせ
健康だからこそ受けよう ‼

　みなさんは、がん検診・特定健診・健康診査、若者けんしんを定期的に受診していますか？
　がんは、早期発見・早期治療により、治る確率は高くなり、死亡率は減少します。症状がないうちから
定期的に受診しましょう。
　特定健診・健康診査、若者けんしんは、高血圧、糖尿病などの生活習慣病を早期に発見する健診です。
脳血管疾患や心臓病、腎臓病など重大な疾患の予防に年に一度の健康チェックとしてご活用ください。

検診の種類 対象者 自己負担金 受診間隔

町
で
実
施
す
る
集
団
検
（
健
）
診

肺がん・結核検診

40歳以上男女

無料

１年に1回
胃がん検診
（胃部Ｘ線）

大腸がん検診

前立腺がん検診 ４0歳以上男性

子宮頸がん検診 ２0歳以上女性
2年に 1回

乳がん検診 40歳以上女性

肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・
60・65・70歳の男女 生涯に１回

特定健診・
健康診査 40歳以上男女

1年に 1回
若者けんしん 20歳～ 39歳男女

病
院
で
受
け
る

個
別
検
（
健
）
診

胃がん検診
（胃内視鏡） 50歳以上男女 3,000 円

2年に 1回子宮頸がん検診 20歳以上女性

無料乳がん検診 40歳以上女性
特定健診・
健康診査 40歳以上男女 1年に１回

検（健）診の申込み方法検（健）診の申込み方法

集団検（健）診
①�２月頃までに、「日程表」と「希望調
査票」をご自宅へ郵送します。
②�希望調査票に、受診希望日を記入して、
同封してある返信用封筒で返送をお願
いします。

個別がん検診
①健康福祉課へ電話にて申込みをお願いします。
②必要書類（受診票・問診票）と実施医療機関一覧を送付します。
③�一覧から受診したい医療機関を選び、直接医療機関に電話予
約をお願いします。

個別特定健診・健康診査
①５月上旬頃、特定健診・健康診査の受診券を送付します。
②受診したい医療機関に直接予約をお願いします。
③受診券を持って受診してください。

【問い合わせ先】健康福祉課　☎ 52-2662
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○○みんなでやるぞね、中土佐町の子育て みんなでやるぞね、中土佐町の子育て 174174

～　こどもたちの心に残る体験を届ける　社会教育の取り組み　～～　こどもたちの心に残る体験を届ける　社会教育の取り組み　～

中土佐町教育委員会　☎ 52-2661

　今回の「やるぞね」では中土佐町の社会教育についてご紹介します！

　みなさんは「社会教育」という言葉を聞いたことはありますか？
　社会教育とは、「学校・家庭以外の社会で広く行われる教
育」のことを指します。例えば、美術館が開催するワーク
ショップや、図書室の「おはなし会」、上ノ加江公民館での「女
性学級」や「高齢者学級」、大野見青年の家での「みんなの
学校」なども社会教育にあたります。
　社会教育は子どもたちに限らず、年齢を問わず行われる
ものですが、特に子どもたちには学校とはまた一味違った
楽しみや学びに触れる機会を作りたいと思っています。　
例えば、ビニール傘を思うままに塗ったり、はじめて聴く
楽器の演奏であったり。大人になると自分で手を伸ばさな
いと、触れる機会が減ってしまう「文化」や「芸術」といっ
たもの。でも子どもの時に体験したものは、ふとした瞬間
に思い出されることがありませんか？
　実際に自分で観て感じて、体験したり、手を動かしたこ
とは、心のどこかに残るのではないかと思っています。　
また、そんな子どもたちと一緒に活動することで、大人の
方も新しい発見や感動を共有できます。

　毎年秋に行う「中土佐町まなびの日月間」では、町展や文化発表
会を行っていますが、中土佐町では子どもと大人が一緒に参加でき
る形にしています。町展では子どもの部と一般の部を同じ会期・会
場で展示し、文化発表会では大人が中心のサークルの間に、よさこ
いやキッズダンスなどの演目を挟んで開催します。子どもたちは自
分たちの作品・発表と一緒に、普段見ることの少ない大人の作品や
サークル活動を垣間見ることができ、自然と町の文化全般に触れる

「まなび」になります。また、大人たちは子どもたちの元気いっぱ
いの作品や発表を見て、元気や笑顔をもらっています。
　世代によってそれぞれ違うことに興味があり、別な世界を持っ
ていますが、同じ空間でそれらが交わることで驚きや喜び、刺激
となる良い機会になっていると感じています。
　今年の秋には、いよいよ新しい美術館がオープンします。音楽会
も引き続きプロのトップ演奏家を呼ぶ計画も進めています。また、
令和８年には国民文化祭も開催されるなど、社会教育の一環として
ますます町の文化・芸術活動を盛り上げていきたいと考えていま
す。これからも子どもたちだけでなく町民のみなさんの心に残る体
験を届けられるような機会を作っていきますので、ぜひご家族揃っ
て、中土佐町の文化的行事にご参加をお願いいたします。

▲図書室のおはなし会

▲美術館のワークショップ

▲中土佐町文化発表会

▲まなびの日音楽会
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広 告

㈱横浪交通の介護タクシーをご利用ください
病院・施設などへの送迎、お墓参り、親戚・友人宅への訪問などにご利用ください。
お買い物・診察券の提出代行も行います。

車いすは 1 ～ 2 台に対応　　　ストレッチャーも完備

株  式  会  社
横 浪 交 通

須崎市浦ノ内西分 1079-9　☎ 0889-49-0007 / FAX 0889-49-0367

中土佐町福祉タクシー
チケットが使えます。

須崎営業所　☎ 0889-58-1012
　　　　　 FAX 0889-42-6644

0120-526-007

なかとさカレンダーなかとさカレンダー

日付 行事（場所）時間
時間外診療

受入病院

15 水 くぼかわ病院

16 木 須崎くろしお病院

17 金 須崎くろしお病院

18 土 須崎くろしお病院

19 日 須崎くろしお病院

20 月 高陵病院

21 火 あったカフェ（あったかふれあいセンターまんまる）
10：00～ 11：00

須崎くろしお病院

22 水 はぐのおたのしみ会「親子でふれあいあそび」10：00～
※18ページ参照

くぼかわ病院

23 木 須崎くろしお病院

24 金 須崎くろしお病院

25 土 くぼかわ病院

26 日 梼原病院

27 月 高陵病院

28 火 須崎くろしお病院

29 水 くぼかわ病院

30 木 須崎くろしお病院

31 金 須崎くろしお病院

1 土 くぼかわ病院

2 日 須崎くろしお病院

3 月 はぐのおにのお面作り／豆まき（10：00～）　※18ページ参照 高陵病院

4 火 行政相談（役場 3階小会議室）9:00～ 12:00
行政相談（大野見振興局 1階会議室）9:00～ 12:00

須崎くろしお病院

5 水 くぼかわ病院

6 木 人権相談（大野見青年の家）10:00 ～ 15:00 須崎くろしお病院

7 金 須崎くろしお病院

8 土 須崎くろしお病院

9 日 くぼかわ病院

10 月 高陵病院

11 火 建国記念の日 梼原病院

12 水 くぼかわ病院

13 木 須崎くろしお病院

14 金 はぐの子育て講座「赤ちゃんの発達のおはなし会」10：00～
※18ページ参照

須崎くろしお病院

15 土 くぼかわ病院

▼
毎
月
20
日
は
県
民
交
通
安
全
の
日
▲
　
　
　
▼
毎
月
10
日
、
20
日
は
「
公
共
の
り
も
の
デ
ー
」
で
す
。
バ
ス
や
汽
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
▲

 消 防 
中土佐分署　　　　  52-2319

 警 察 
久礼駐在所　　　　  52-2310
上ノ加江駐在所　　  54-0032
大野見駐在所　　　  57-2132

 病院・当番医連絡先
上ノ加江診療所　　  54-1111
大野見診療所　　　  57-2127
須崎くろしお病院　  43-2121
高陵病院　　　　　  42-2485
くぼかわ病院　0880-22-1111
梼原病院　　　0889-65-1151
大西病院　　　0880-22-1191

 役場：中土佐地区
総　務　課（代表）　52-2211
まちづくり課　　　  　52-2365
会　計　課　　　  　52-2212
町民環境課
　戸籍・年金・保険　  52-2213
　生活環境   　　　    52-2215
税　務　課　　　  　52-2214
議会事務局　　　　  52-2410
農林水産課　　　　  52-2471
建　設　課　　　  　52-2472
教育委員会　　　　　　 52-2661
健康福祉課　　　　  52-2662
こどもセンター　　  52-2533
基幹相談支援センター　　52-4820
地域包括支援センター　　52-3352
人権啓発センター　  52-3939
文化館図書室　　　  52-2277
上ノ加江支所　　　  59-0566
上ノ加江公民館　　  59-0567

 役場：大野見地区
地域振興課（代表）　57-2021
大野見青年の家　　  57-2129

 その他
社会福祉協議会　　  52-2058
　〃　大野見支所　  57-2217
シルバー人材センター　  52-4566
高幡東部清掃組合　  52-3538

11月
15 ～ 21 日　防災とボランティアの週間
17 日　　　   防災とボランティアの日
1 月の最終日曜日　世界ハンセン病デー

1 月 15 日～ 2 月 15 日

22月 情報セキュリティー月間

☎ ☎ 市外局番　0889市外局番　0889
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写
真

　

私
は
一
眼
レ
フ
を
使
っ
て
風
景
や
動
き
の
あ

る
写
真
を
撮
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
す
が
、
学

生
の
頃
か
ら
写
真
に
興
味
が
あ
り
、
高
校
で
は

写
真
部
に
入
部
し
て
学
校
周
辺
の
景
色
を
撮

影
し
、
白
黒
の
写
真
現
像
を
行
っ
た
り
と
楽
し

か
っ
た
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
社
会
人
に
な
り
新
た
な
趣
味
と
し
て

バ
イ
ク
に
乗
り
始
め
て
か
ら
は
、
山
の
中
を
は

じ
め
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
大
会
な
ど
様
々
な

場
所
に
行
く
機
会
が
増
え
、
同
時
に
写
真
を
撮

る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
当
時
の
写
真
は
フ
イ
ル
ム
の
た
め
、
現

像
を
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な
写
真
が
撮
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

く
、
い
い
写
真
が
撮
れ
た
時
も
あ
れ
ば
失
敗
作
を
作
り
出
し
た
り

と
そ
の
時
々
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
現
像
し
た
写
真
を
見
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
一
時
は
写
真
か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
成
長

す
る
娘
の
姿
を
想
い
出
に
残
そ
う
と
写
真
を
撮
り
だ
し
て
か
ら
、

再
度
写
真
に
興
味
を
も
ち
だ
し
ま
し
た
。
基
礎
も
知
識
も
な
い
で

す
が
写
真
を
撮
る
こ
と
が
楽
し
く
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
写
真
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
に
保
存
が
出
来
る
の
で
撮
っ
た

写
真
を
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
、
失
敗
し
て
も
削
除
が
出

来
る
の
で
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
の
写
真
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
寂
し
い
と
思
い
、
携
帯

の
写
真
は
ア
プ
リ
か
ら
現
像
依
頼
を
し
て
届
い
た
写
真
を
ア
ル
バ

ム
に
入
れ
て
保
存
し
て
い
ま
す
。
巷
で
は
デ
ー
タ
が
残
る
た
め

現
像
さ
れ
た
写
真
は
要
ら
な
い
と
言
う
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

持
っ
て
い
て
も
処
分
に
困
る
そ
う
で
す
。
確
か
に
そ
う
な
ん
だ
ろ

う
な
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
何
年
か
後
に
懐
か
し
さ
を
振
り
返

る
楽
し
み
と
し
て
置
い
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（

林　

良
子
）

　　　　編集委員の

　　　　　ひとり言
　　　　編集委員の

　　　　　ひとり言

広 告
内科・消化器内科 
クリニック土佐久礼

☎ 52-2800

◆当院は訪問診療を行っております！

　来院されるのが困難な患者様対象に、当院は訪問診療を行っております。

　お気軽にご相談ください。 診療日 月 火 水 木 金 土

午前 ● ● ●
上ノ
加江

● ●

午後 ● ● ● 休診 ● 休診

発熱外来 発熱など風邪症状のある方は事前に電話連絡をお願いします

内視鏡検査の電話予約を受け付け
ております。苦痛の少ない内視鏡
検査は当院にお任せください！

高知城歴史博物館　催しのお知らせ

●企画展『「み」どころ満載！城博コレクション』●企画展『「み」どころ満載！城博コレクション』
　新春を彩るおめでたい美術品や干支（巳）にちなんだもの、初出しとなる新収蔵資
料を展示します。

　開催期間　　1 月 1 日（水・祝）～ 3 月 9 日（日）
　 観覧料　　  700 円
　※ 高校生以下、高知県・高知市長寿手帳をお持ちの方無料は無料

●博物館に初もうで●博物館に初もうで
城博は元日から開館。三が日は 獅子舞 や書道パフォーマンスなどのステー
ジ、お呈茶、正月昔遊び体験コーナーなどを行います。

　 開催日　　  1 月 1 日（水・祝）～ 1 月 3 日（金）
　※イベントの詳細は博物館のホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】
高知県立高知城歴史博物館（〒 780-0842 高知市追手筋 275）
☎ 088-871-1600　FAX088-871-1619

▲赤野獅子舞保存会
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【結果発表】第 9 期なかとさ俳句賞
〇素敵な俳句が集まりました〇

皆さんのご応募ありがとうございました

捨
畑
の
野
菊
の
色
の
浅
さ
か
な

下
元　
三
和

　
野
菊
は
山
野
に
咲
く
可
憐
な
趣
を
持
つ
花
で
あ
る
。
昨
今
の
集

落
で
は
過
疎
化
が
進
み
、
空
家
も
捨
畑
も
増
え
淋
し
い
こ
と
で
あ

る
。
掲
句
は
、
雑
草
の
生
い
茂
る
捨
畑
に
ひ
そ
と
咲
く
色
の
淡
い

野
紺
菊
に
心
を
打
た
れ
て
の
作
。
作
者
の
ま
な
ざ
し
は
深
く
、
そ

の
的
確
な
把
握
に
格
調
の
高
さ
が
あ
り
、
温
か
な
詩
情
が
か
よ
う
。

大
空
や
旋
回
し
つ
つ
鷹
渡
る

野
村　
性
孝

　
鷹
は
九
月
下
旬
頃
か
ら
十
月
中
旬
頃
の
晴
れ
た
日
に
、
九
州

最
南
端
の
佐
田
岬
を
経
て
、
東
南
ア
ジ
ア
を
目
指
し
て
渡
っ
て

ゆ
く
。
佐
川
町
虚
空
蔵
山
な
ど
の
上
空
で
一
日
千
羽
ほ
ど
の
群

に
な
り
、上
昇
気
流
に
乗
り
、大
空
へ
旋
回
し
つ
つ
舞
い
上
が
る
。

そ
の
渡
り
鷹
の
壮
観
な
様
子
を
捉
え
た
句
で
、
感
動
的
で
あ
る
。

特選　一般の部

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
大
学
い
も
は
世
界
一

久
礼
小
学
校　
５
年　
森
岡　
虹

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
っ
て
く
れ
る
大
学
い
も
は
日
本
一
で
は

な
く
世
界
一
だ
と
い
う
。虹
さ
ん
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
そ
う
言
っ

て
作
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
ホ
ク
ホ
ク
し
た
食
感
が
ク
セ

に
な
る
大
学
い
も
は
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
大
学
い
も
を
頬
張
っ
て
い
る
虹
さ
ん
の

笑
顔
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
句
で
す
。

そ
の
角
に
つ
た
を
か
ら
め
て
泣
く
鹿
や　
　
　
（
吉
岡　
奏
翔
）

と
ん
ぼ
た
ち
真
っ
赤
に
も
ゆ
る
田
の
上
で　
　
（
西
岡　
茉
優
）

赤
と
ん
ぼ
秋
が
始
ま
る
合
図
か
な　
　
　
　
　
（
中
内　
琉
愛
）

ひ
が
ん
花
畑
で
ゆ
れ
る
火
の
よ
う
に　
　
　
　
（
宮
本　
河
音
）

ひ
が
ん
ば
な
あ
か
い
色
は
き
れ
い
だ
な
ー　
　
（
酒
井　
　
鷹
）

運
動
会
悔
し
く
っ
て
も
い
い
笑
顔　
　
　
　
　
（
谷
山　
結
賀
）

運
動
会
今
年
も
絶
対
優
勝
だ　
　
　
　
　
　
　
（
本
井　
桧
李
）

紅
葉
を
見
に
く
る
人
で
い
っ
ぱ
い
だ　
　
　
　
（
明
神　
杏
乃
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ぞ
く
み
ん
な
で
パ
ー
テ
ィ
ー
だ（
山
本　
莉
歩
）

み
の
む
し
が
う
ん
ど
う
じ
ょ
う
で
ぶ
ら
さ
が
る（
田
邊　
心
陽
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
お
か
し
を
も
ら
う
ぞ
た
の
し
み
だ（
西
村　
隼
翔
）

み
の
む
し
が
い
っ
ぱ
い
ぶ
ら
さ
が
っ
て
た
の
し
い
な（
門
田　
実
來
）

く
り
ご
は
ん
ほ
く
ほ
く
ほ
く
ほ
く
お
い
し
い
な　
　
（
奈
路　
佳
苗
）

田
舎
は
ね
秋
の
空
気
い
い
ん
だ
よ　
　
　
　
　
（
藤
本　
桃
愛
）

秋
は
柿
オ
レ
ン
ジ
色
で
お
い
し
い
な　
　
　
　
（
窪
田　
茉
優
）

星
月
夜
お
空
が
き
れ
い
ま
た
見
た
い　
　
　
　
（
寺
内　
心
結
）

秋
が
き
た
そ
の
あ
い
ず
に
は
木
が
ま
っ
か　
　
（
松
本　
栞
奈
）

い
ま
は
あ
き
ま
だ
ま
だ
あ
つ
い
さ
い
あ
く
だ　
（
澤
田　
和
俊
）

秋
の
風
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る
風
の
音
色　
　
　
　
（
加
茂　
葉
奈
）

秋
の
夜
み
な
み
の
う
お
座
み
え
る
か
な　
　
　
（
門
田　
彩
羽
）

秋
の
山
オ
レ
ン
ジ
色
に
こ
ろ
も
が
え　
　
　
　
（
木
下　
心
結
）

き
の
こ
た
ち
食
べ
に
い
こ
う
よ
う
れ
し
い
な　
（
杉
本　
汐
宇
）

佳作　小中学生の部
　

選
者　

亀か
め
い井

　
雉き

じ

お
子
男

　

１
９
４
６
年
中
土
佐
町
久
礼
出
身
。
１
９
６
３
年
「
鶴
」
入
会
、

石
田
波
郷
に
師
事
。
風
切
賞
、
鶴
賞
、
第
25
回
俳
壇
賞
、
高
知
県
出

版
文
化
賞
受
賞
。俳
人
協
会
評
議
員
。２
０
１
８
年
俳
句
誌「
四
万
十
」

創
刊
。【
問
い
合
わ
せ
先
】
教
育
委
員
会　
☎
５
２
‐
２
６
６
１

※亀井先生による添削を加えているものがあります

応募期間

令和6年9月2日から

令和6年10月31日

行
き
交
ふ
は
異
国
訛
や
秋
遍
路

山
岡　
佐
也

　

四
国
八
十
八
ヵ
所
を
巡
拝
す
る
遍
路
。
道
の
り
は
千
百
キ
ロ
、

日
数
約
四
十
日
を
要
す
る
。
こ
の
頃
、
秋
晴
の
土
佐
路
を
白
装
束
、

菅
笠
姿
に
重
い
荷
物
を
背
負
っ
た
異
国
遍
路
に
出
会
う
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
土
佐
に
は
土
佐
訛
り
が
あ
る
よ
う
に
、
外
国
語
に
も

訛
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
、
遍
路
の
「
異
国
訛
」
と
い

う
措
辞
が
印
象
的
で
あ
る
。

佳作　一般の部

秋
の
夜
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
が
響
く

秋
祭
黒
髪
長
き
巫
女
の
舞

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
後
期
高
齢
姉
弟

帰
り
花
派
手
さ
は
な
い
が
ほ
つ
と
す
る

村
総
出
伝
統
守
る
秋
祭

音
立
て
て
大
豆
弾
け
る
古
筵

国
道
に
沿
ひ
て
三
キ
ロ
曼
珠
沙
華

鎌
倉
の
紫
陽
花
寺
へ
孫
と
行
く

ほ
ら
貝
の
ひ
び
く
社
や
神
の
旅

瓜
坊
に
百
合
根
食
は
る
る
処
暑
の
庭

く
れ
天
を
ほ
お
ば
る
乙
女
天
高
し

新
涼
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
音
と
声

（
坂
本　

和
恵
）

（
田
村　

慶
子
）

（
政
岡　
　

学
）

（
木
村　

和
世
）

（
木
村　
　

幸
）

（
下
元　

秀
美
）

（
小
野
川　
あ
き
よ
）

（
浜
田　

縫
子
）

（
井
上　

恭
子
）

（
中
平　

里
恵
子
）

（
﨑
山　

愛
香
）

（
西
岡　

和
久
）

特選　小中学生の部

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夜
空
に
輝
く
満
月
や

大
野
見
小
学
校　
６
年　
吉
岡　
凜

　

凜
さ
ん
は
、
旧
八
月
十
五
日
の
夜
の
満
月
を
家
族
み
ん
な
で

見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
は
空
気
も
澄
み
、

一
年
中
で
も
っ
と
も
美
し
い
満
月
の
夜
と
な
り
ま
す
。
そ
の
満

月
の
光
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
光
と
と
ら
え
た
句
で
す
。
凜
さ
ん

の
発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

ど
ん
ぐ
り
を
め
っ
ち
ゃ
い
っ
ぱ
い
ひ
ろ
っ
た
よ

久
礼
小
学
校　
１
年　
服
部　
こ
な
つ

　

秋
の
森
な
ど
に
行
く
と
、
ど
ん
ぐ
り
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い

ま
す
。
小
さ
く
丸
い
か
わ
い
ら
し
い
ど
ん
ぐ
り
を
、
こ
な
つ
さ

ん
も
拾
っ
て
き
て
、
こ
ま
な
ど
を
作
っ
て
あ
そ
ん
だ
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
句
は
、
ど
ん
ぐ
り
を
い
っ
ぱ
い
拾
っ
た
時
の
う
れ
し

い
気
持
を
「
め
っ
ち
ゃ
い
っ
ぱ
い
」
と
い
う
言
葉
で
詠
ん
で
お

り
ま
す
。
七
才
の
心
の
と
き
め
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
表
現
が
と

て
も
い
い
で
す
。

せ
ん
こ
う
花
火
落
ち
た
と
き
は
夏
の
終
わ
り

久
礼
小
学
校　
６
年　
松
下　
依
桜
里

　

せ
ん
こ
う
花
火
は
、
火
花
が
星
の
よ
う
に
な
っ
て
、
と
て
も

楽
し
い
花
火
で
す
。
そ
の
せ
ん
こ
う
花
火
は
、
ま
さ
に
せ
ん
こ

う
の
様
に
小
さ
く
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
す
。
依
桜
里
さ

ん
は
、
こ
の
よ
う
な
せ
ん
こ
う
花
火
を
見
て
、
夏
の
終
わ
り
を

感
じ
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
夏
の
終
わ
り
」
を
、
こ
の
よ
う
に

表
現
で
き
る
依
桜
里
さ
ん
の
感
覚
が
素
晴
し
い
で
す
。

雪
が
降
る
こ
う
い
う
時
こ
そ
外
出
だ

久
礼
小
学
校　
６
年　
下
村　
海
哩

　
私
の
子
供
の
頃
も
、
冬
で
も
気
温
の
高
い
中
土
佐
町
で
た
ま

に
雪
が
降
る
と
嬉
し
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
海
哩
さ
ん
も
雪
を

見
る
と
嬉
し
く
な
っ
て
外
に
飛
び
出
し
、
友
達
と
雪
ダ
ル
マ
を

作
り
、
雪
ガ
ッ
セ
ン
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
十
二
才
の
海
哩
さ

ん
の
素
直
な
心
を
感
じ
ま
す
。

特選　小中学生の部



25広報なかとさ　№ 229――――― ―――――　2025 年 1月号

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
役
場
総
務
課
内
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
役
場
総
務
課
内
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
多
数
の
場
合
、
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
多
数
の
場
合
、
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
書
き
の
場
合
は
誤
字
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
り
が
な
を
添
え
た
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
書
き
の
場
合
は
誤
字
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
り
が
な
を
添
え
た
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局　

広
報
編
集
委
員
会
事
務
局　

☎☎
５
２
‐
２
２
１
１

５
２
‐
２
２
１
１

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

俳  

句

白
鷺
の
ふ
い
に
飛
び
立
つ
水
辺
か
な

村
挙
げ
て
お
米
ま
つ
り
や
秋
高
し

秋
晴
れ
や
友
等
の
開
く
美
術
展

菊
刈
り
て
曲
が
り
し
ま
ま
に
活
け
て
み
る

玄
関
に
友
の
丹
精
蕪
の
あ
り

の
ど
飴
の
香
り
の
籠
る
マ
ス
ク
か
な

金
木
犀
あ
る
じ
不
在
の
庭
の
隅

初
霜
の
光
り
て
見
ゆ
る
藁
の
上

山
肌
に
彩
り
添
え
て
秋
深
し

新
築
の
槌
音
響
く
秋
の
空

衣
替
え
ズ
ボ
ン
の
裾
を
お
り
あ
げ
る

天
高
く
力
走
の
孫
テ
ー
プ
切
る

浮
く
紅
葉
沈
む
病
葉
沢
澄
て

鵯
の
啼
き
て
静
寂
の
ざ
わ
め
け
り

野
仏
の
銀
杏
も
み
じ
や
散
り
急
ぐ

小
春
日
や
野
良
の
方
よ
り
煙
立
つ

年
く
る
る
思
ひ
出
浮
ぶ
オ
ル
ゴ
ー
ル

凍
る
夜
や
星
座
煌
め
く
村
に
住
む

岩
﨑　

悦
子

下
元　

秀
美

下
元　

三
和

大
西　

良
子

吉
岡　

美
智

西
岡　

和
久

小
野
川
あ
き
よ

高
橋　

糸
美

白
瀧　

紀
子

古
谷　

芳
子

吉
岡　
　

和

南
部　

昌
已

中
平　

宙
史

田
村　

慶
子

野
村　

性
孝

木
村　

和
世

木
村　
　

幸

井
上　

恭
子

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

（
矢
井
賀
）

（
矢
井
賀
）

11 月の人口
　男　　2,722（－ 080）
　女　　3,067（－ 090）
合計　5,789（－ 170）
世帯　3,259（－ 038）

令和 6 年 1 月からの出生届出数 13 人
※この数字は令和 6 年 11 月末現在の
住民基本台帳によるものです。

（）内は前年同月比

町のベストセラー５
宮脇書店　新中土佐店 12 月調べ

順位 タ　イ　ト　ル 作者 出版社 価格（税込み）

1 位 架空犯 東野　圭吾 幻冬舎 2,420 円

2 位 気の毒ばたらき 宮部　みゆき PHP 研究所 2,420 円

3 位 70 歳からのスマホの使いこなし術 増田　由紀 アスコム 1,650 円

4 位
NHK 大河ドラマガイド　べらぼう

～蔦重栄華乃夢噺～前編
NHKドラマ制作班 NHK 出版 1,430 円

5 位 人生の壁 養老　孟司 新潮社 968 円

広 告

中土佐町の便利屋　なんでもやプラス　中土佐店
ゴミ廃棄物撤去（タンス、机、ソファーなど家具類、ガラス、陶器、プラスチック、金属類など）
液体や生ごみ以外なんでも処分いたします。
各種リフォーム（網戸、襖、畳、床、壁紙張替、外壁・屋根塗装、温水便座取付けなど）
シロアリ駆除、引っ越し、墓地掃除、ソーラー温水器撤去、家屋解体

なんでもご相談ください！　　お見積り無料！！
お問合わせ　（株） PLUS （政岡）　☎ 0889-52-3220
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発
行

・
編
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中
土

佐
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/中
土

佐
町

広
報

編
集

委
員

会
〒

789-1301　
高

知
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高
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中

土
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赤赤ちゃんちゃん

今橋 穂乃ちゃん（久礼）

10/4 生　父：亮介　母：千穂

広
報
広
報  

な
か
と
さ

な
か
と
さ
１１
月
号
月
号

NAKATOSA

中土佐デザインプロジェクト「おなかがH
ヘ

Eッ T
テ

E」

　昨年度から続く中土佐町立美術館と高知大学がコラボした第 2 弾の企画、「おなかが
HE ッ TE」。今年度は風工房さんにも加わって頂き、産
官学連携で実施しました。
　風工房の清岡社長やいちご農家の山中さんへの聞き取
りを行ったり、美術館の収蔵作品を調べたりと、前年度
の経験や反省を活かしながら３回生が中心となって企画
を進行してくれました。

中土佐町立美術館×風工房×高知大学地域協働学部デザインゼミ

　今回は、美術館の守り神である「ヘテ」がおなか
を空かせて風工房のスイーツを食べにくるというコ
ンセプトのもと、前年度の「ＨＥＴＥが行く。」の続
編として美術館と風工房をＰＲするポスターを制作。
　12 月 10 日に役場町民ホールで行われた公開
プレゼンテーションでは、各自が制作したポスター
のコンセプトについて発表し、池田町長や美術館
の市川館長、清岡社長から感想をいただきました。

　元々は美術館の存在を PR したいという思いから始まった企画でしたが、若い人たちが感じる美術館や町の
イメージがデザインの力で可視化されることで、今後の美術館のあり方など考えるきっかけとなっています。ま
だまだ伝えたいことがうまく表現できずもどかしい思いをしながら制作したのだろうと感じる作品もあったり、
若々しく伸びしろたっぷりなポスターを見てもらうことで美術館が多くの人にとって親しみやすい存在になっ
てきているのではないかと思っています。

　何か成果を求めるのではなく、単純に学生さんたちの思考の変化を
垣間見る時間がとても楽しいと感じた企画でした。
　そして、制作したポスターを風工房さんの店内でも展示させていた
だいたりと、またひとつつながりができたことも当館にとって非常に
ありがたいことでした。役場や風工房での展示を見逃した方は、１月
２１日～２月２日まで美術館でも展示をしますので、ぜひお越しくだ
さい。　（美術館　石見）

※�「HETE( ヘテ )」とは…美術館入り口に鎮座しているユーモラスな像の名前。
今回の企画のために、学生さんが可愛くキャラクター化してくれました !

◀
本
物
の
ヘ
テ


